
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

： 人

： 人

： 人

： ％

： ％

（令和 2

9 名 19 ％

22人

③ 26人 26人

教員およびキャリアサポートセンターによる就職支援、面接練習
の実施等

■卒業者数

■就職希望者数

■就職者数

■就職率

グローバル人材
ビジネス実務検定

日本語能力試験
（N4)

③ 26人

就職等の
状況※２

令和3年5月1日 時点の情報）

■就職指導内容

26

19

■主な就職先、業界等（令和２年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

ホテルおよび旅館 （令和２年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

■その他
卒業者のうち就職者以外の者の状況
・就職活動 ：　1人
・進学 ：　　　　7人

年度卒業者に関する

18

95

■卒業者に占める就職者の割合

69
※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
宿泊業技能測定試験（一般社団法人宿泊業技能試験セン
ター）／グローバル人材ビジネス実務検定（一般社団法人グ
ローバル人材キャリア支援協会）／日本語能力試験（国際
交流基金・日本国際教育支援協会）

宿泊業技能
測定試験

③ 26人 23人

■中退防止・中退者支援のための取組

定期的な個別面談の実施、補講や特別授業の実施、演習課題への取り組みに対する個別支援など

令和2年4月 1日時点において、在学者 48名（令和2年4月 1日入学者を含む）

令和3年3月31日時点において、在学者 39名（令和3年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

オーバーワークによるビザ更新不許可による帰国、進路変更

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度 ： 有
留学生割引（学費から５万円を減免）
■専門実践教育訓練給付 ： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価 ： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.kmsv.jp/hoscon/

長期休み
■夏期 ： 08月上旬から08月下旬までの間で本校が定めた期間
■冬期 ： 12月下旬から01月上旬までの間で本校が定めた期間
■春期 ： 03月下旬から04月上旬までの間で本校が定めた期間

卒業・進級
条件

卒業要件）所定の修業年限２年以上を在学し、履修しなけれ
ばならない科目の114単位をすべて修得すること。
進級要件）各学年次に定められた授業科目を履修して単位
を修得すること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 ボランティア活動 ・ 学園祭等の実行委員会など

個別面談の実施、補講等の実施
■サークル活動： 無

学期制度
■前期：４月１日～９月30日まで
■後期：10月１日～３月31日まで

成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

試験やレポートによる総合評価で優・良・可・不可の４段階
評定。試験日欠席や合格点に満たなかった場合の追再試験
あり。ただし、所定の出席時数を満たさなければならない。

80人 26人 26人 3人 6人 9人

0 8

単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
114 108 22 0

認定年月日 令和4年3月25日

修業年限 昼夜
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化・教養専門課程 ホスピタリティ・コンシェルジュ学科
令和２年文部科学省

認定
－

学科の目的
ホテルまたは旅館などの観光産業に就くために必要となるビジネスマナーを身につけるとともに、より専門的で実践的な知識および技術を修得して、他者へ
の「おもてなし」が実践できる人材の育成を目指します。

093-531-5331

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人国際学園 昭和34年10月13日 水嶋昭彦

〒802-0077
福岡県北九州市小倉北区馬借１丁目１番２号

（電話）

九州医療スポーツ
専門学校

平成20年3月31日 赤木恭平

〒802-0077
福岡県北九州市小倉北区馬借１丁目１番２号

（電話） 093-531-5331

（別紙様式４）

令和４年４月１日※１

（前回公表年月日 ： 令和－年－月－日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
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種別

（年間の開催数及び開催時期）

九州医療スポーツ専門学校　副校長

味村　吉浩
九州医療スポーツ専門学校　副校長
（ホスピタリティ・コンシェルジュ学科長兼任）

牧　和宏 アートホテル小倉ニュータガワ　総支配人
令和２年４月１日

～令和４年３月31日（２年）

武本　裕介 九州医療スポーツ専門学校　海外事業部長

尾木　りさ
九州医療スポーツ専門学校
ホスピタリティ・コンシェルジュ学科　教員

久保　佑生
九州医療スポーツ専門学校
ホスピタリティ・コンシェルジュ学科　教員

桑野　幸仁 九州医療スポーツ専門学校　教務部長

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

令和３年10月１日現在

廣石　浩二郎 北九州市小倉旅館ホテル組合　理事
令和２年４月１日

～令和４年３月31日（２年） ①

名　前 所　　　属 任期

ホテルや旅館などにおいて、日本人はもとより海外からの渡航者に対して「おもてなし」の心をもって接するために必要とな
る、より実践的な知識および技術を習得させるために、ホテルや旅館などの企業等からの提案を受けながら、これに即した
教育課程の編成を目指すことを目的に教育課程編成委員会を設置する。

本校は、実践的かつ専門的な職業教育を実施するために、企業、大学等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行
い、教育課程の編成（授業科目の開設や授業方法の改善・工夫を含む。）に活かすことを目的に学科毎に教育課程編成委
員会を設置する。委員会は６月と11月の年２回の開催を原則とし、業界における人材の専門性等の動向、国または地域の
産業振興の方向性、実務に必要な最新の知識・技術・技能等について審議する。委員会から提出された提言は、学科会議
において協議し、教育課程に反映させるように努める。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

６月と11月の年２回。ただし、開催の必要があると委員が判断した場合は、委員長に開催を願い出ることができる。

（開催日時（実績））

（令和２年度第１回）　令和３年２月24日　13：00～15：00

（令和２年度第２回）　令和３年３月３日　13：00～15：00

（令和３年度第１回）　令和３年６月11日　13：00～15：15

（令和３年度第２回）　令和３年８月26日　13：00～15：15

③

中島　喜代彦

九州医療スポーツ専門学校
ホスピタリティ・コンシェルジュ学科　教員

張　　鶴

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

教育課程編成委員会で提起された主な意見

（令和２年度第２回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）企業演習の成績を点数化して人物の能力の可視化を図ると、採用に際して判断しやすくなる。
②（企業演習Ⅰ・Ⅱ）企業演習を実施したホテル名や実習内容、実習時間などを記載して履歴書に添付する。これに加え
て企業演習を行ったホテルによる評価もあればなお良い。
③（キャリアデザイン）継続的な就職情報を確保するために、就職先との関わりを持ち続けること。
④（総合日本語）人間性、コミュニケーション能力、使える日本語にかかる教育に力を注ぐ。話すだけでなく書くことができ
るようにする。

①（ビジネスコミュニケーションⅠ）シラバスの記載の内容では留学生にとって幾分難しそうに思われる。留学生に理解し
やすい内容や講義の展開を検討すべきである。
②（総合日本語Ⅰ）日本語能力の向上を図る上で、ホテル側は書類作成能力や電話対応能力に係る実務能力を求めて
いることを念頭に置いて講義を展開してもらいたい。
③（企業演習Ⅰ）法令上問題がなければ実習を賃金制にして、学生の生活上の負担を軽減することはできないか。

（令和３年度第１回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）企業演習の内容をリスト化するとともにチェック項目を設けて採点し、履歴書においてその成績評価
を記載する。
②（ビジネスコミュニケーションⅠ・Ⅱ）コミュニケーション能力の向上では、相手がお客さまであることを想定したコミュニ
ケーション演習を行うべき。
③（キャリアデザインⅠ・Ⅱ）継続的な就職情報の確保を目的に、就職先のホテルとの関わりを持ち続けること。学生の就
職先に対して積極的にアプローチし、就職した学生の様子をはじめ、どのような教育が不足していたか確認する。
④（ビジネス契約書Ⅰ・Ⅱ）ビジネス契約書Ⅰ・Ⅱにおいて、ホテル等で交付する領収書や宿泊証明書等の文書作成能力
を養う。

（令和３年度第２回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）企業演習用の評価シートを作成し、学生の実力を可視化し就職指導につなげ、就職に導く。
②（総合日本語Ⅰ・Ⅱ）実用日本語力の向上。サービス用語ではない、普通の日本語を身につける。グループワークを取
り入れ日本語でプレゼンテーション、ディスカッションを行える日本語力の習得を図る。
③（ビジネスコミュニケーションⅠ・Ⅱ）ホテルマンにふさわしい立ち居振る舞い、印象、表情を身につける。
④（宴会概論・実技Ⅰ・Ⅱ）日本料理の知識の習得。旅館への就職も念頭に和食のテーブル・サービスマナー知識の習得
を図る。
⑤（PC基礎）ビジネスマンとしての最低限のパソコンスキルの習得を図ること。

提起された意見に対する対応（反映させた授業科目等）

（令和２年度第１回）

（令和２年度第１回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）厚生労働省の職業能力シートを参考に学科内で企業演習用のチェックリストと点数表を作成し、企業
演習の成績評価に利用する予定。
②（企業演習Ⅰ・Ⅱ）企業演習を実施したホテル名や実習内容、実習時間などを記載して履歴書に添付する。また、企業
演習を行ったホテルによる評価が得られればこれも追加する。
③（キャリアデザイン）定期的に就職先に対してコンタクトを取って卒業生の近況を確認するなどし、企業が求める人材の
育成につながる授業へと反映させていく。
④（総合日本語）働く上でコミュニケーション能力や漢字能力の重要性について認識させる授業展開を考える。

（令和２年度第２回）

①（ビジネスコミュニケーションⅠ）シラバスに沿いながらも、留学生が理解しやすい内容や講義の展開に努める。
②（総合日本語Ⅰ）日本語教育の中で、書類作成能力や電話対応能力の向上が図れるような内容を組み入れる。
③（企業演習Ⅰ）企業演習という授業科目で学生が対価を得ることは不可能である。リアルシステムを採用することによっ
て対価を得ることが可能となる。検討課題とする。

（令和３年度第１回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）厚生労働省の職業能力シートを参考に学科内で企業演習用のチェックリストと点数表を作成し、今年
度から企業演習の成績評価に反映する。
②（ビジネスコミュニケーションⅠ・Ⅱ）相手がお客さまであることを想定したコミュニケーション教育を取り入れる。
③（キャリアデザインⅠ・Ⅱ）就職した学生の近況を確認するとともに、就職した学生に不足した教育について情報を得るよ
うにする。
④（ビジネス契約書Ⅰ・Ⅱ）ビジネス契約書Ⅰ・Ⅱにおいて、ホテル等で交付する領収書や宿泊証明書等の文書作成につ
いて教育を行う。



（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

宿泊施設の現場で実務に従事するホテルマンから、演習等を通して、おもてなしやサービスについてより実践的で専門的な
知識や技術の習得へと導く。知識については筆記試験または口頭試問で、技術については技能試験を実施し、連携企業の
指導者および学科教員の双方において評価する。

企業演習Ⅰ

サービス業の各部署における従業員の役割について説明
を受けた後、お客様や各従業員の動向を見学した上で、お
客様のお出迎えやご案内、テーブルサービスによるおもて
なしを実践する。

ベルクラシック小倉

企業演習Ⅱ

ご高齢のお客様や障がいを持ったお客様など、いろんなお
客様を想定したお出迎えやご案内について説明を受けた
後、実際にお見えになったお客様のお出迎えやご案内を
実践する。また、お客様のニーズに合ったサービスやスペ
シャルサービスを実践する。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（令和３年度第２回）

①（企業演習Ⅰ・Ⅱ）ホテル側と協議を重ね重要項目をまとめた上で、学科内で評価シートを作成し、企業演習の成績評
価に反映させる。
②（総合日本語Ⅰ・Ⅱ）実用日本語力の向上を目的とし、社会的課題や自分自身が関心を持っているテーマについて資料
を作成し発表を行う。また、発表の内容についてディスカッションを行う。
③（ビジネスコミュニケーションⅠ・Ⅱ）ロールプレイ等を通して学生がお互いに印象や表情などを評価する授業を取り入れ
る。
④（宴会概論・実技Ⅰ・Ⅱ）宴会概論・実技Ⅰ・Ⅱにおいて和食の基本や、和室での作法サービスマナーについて実技を通
して学ぶ。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

宿泊施設において接客業務に従事するホテルマンにより、学生の技能習熟度に応じた技術指導を行うことを旨とする。

ベルクラシック小倉

研修名「ホテルマネジメント研修」（連携企業等：アクティブリゾーツ福岡八幡）
期間：令和２年９月４日（金）～９月５日（土）
対象：学科専任教員２名
内容：ホテルマンとしての心構え　ほか

研修名「多文化共生の実現を考えるオンライン公開セミナー」（連携企業等：インターカルト日本語学校）
期間：令和３年１月17日（日）
対象：学科専任教員１名
内容：生活者としての難民の皆さんと共に　ほか

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

教職員研修規程に基づき、「①専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得 ・ 向上するための研修」および「②
授業および学生に対する指導力等を修得 ・ 向上するための研修」の機会を確保する。なお、「①専攻分野における実務に
関する知識、技術、技能を修得 ・ 向上するための研修」は、ホテルや旅館業、翻訳通訳業の現場において必要となる実践
的な知識および技術で、おもてなしの心に重点を置く。また、「②授業および学生に対する指導力等を修得 ・ 向上するため
の研修」は、教員としての自覚を持ち、より実践的な知識および技術を持つことはもちろん、倫理観念を持ってホテルや旅館
業、翻訳通訳業への就職指導が行える指導力を向上させることを目的とする。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等



※（10）及び（11）については任意記載。

（９）法令等の遵守 設置基準、個人情報、自己評価と公開

（10）社会貢献・地域貢献 学校教育資源の活用、ボランティア活動

（11）国際交流

（６）教育環境 施設 ・ 設備、学外実習等、防災体制

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考基準、学納金

（８）財務 財務基盤、予算 ・ 収支計画、会計監査、財務情報公開

（４）学修成果 就職率、資格取得率、退学率、社会的活動

（３）教育活動
業界ニーズ、到達レベル、カリキュラム、評価体制、評価基準、
指導体制

（５）学生支援
就職 ・ 進学指導体制、相談体制、経済的支援体制、生活環境、
保護者連携他

研修名：「留学生募集ご担当対象研究会」（連携企業等：ライセンスアカデミー）
期間：令和３年５月26日（水）
対象：学科専任教員２名
内容：オンライン指導の効果的な方法について

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 理念 ・ 目的 ・ 育成人材像、特色、将来構想

（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、処遇、意思決定、情報システム

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価を推進するために、学則第30条の（７）および細則第76条に規定した「学校関係者評価委員会」を設置し
た。この委員会は、関係団体役職員 ・ 高等学校の校長 ・ 同窓会役員の学外関係者のみで組織し、学内組織である「自己
点検 ・ 自己評価委員会」から出された点検および評価結果をもとにさまざまな方面から検討 ・ 協議することを責務とする。
本校は、学校関係者評価委員会からの提言等をもとに、より良い学校を訴求していく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

研修名「日本語パートナーズ派遣事業オンライン交流会」（連携企業等：国際交流基金アジアセンター）
期間：令和３年３月７日（日）
対象：学科専任教員１名
内容：国際ビジネス／海外就職　ほか

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「日本語学校進路指導担当者対象研究会」（連携企業等：株式会社ライセンスアカデミー）
期間：令和２年９月30日（水）
対象：学科専任教員２名
内容：日本語能力の向上や生活指導について

研修名：「おもてなし講習」（連携企業等：ベルクラシック小倉）
期間：令和３年６月25日（金）
対象：学科専任教員２名
内容：ブライダル業界が求める人材とは　ほか

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等



種別

URL：

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校では平成22年度より学生による授業評価を実施し、その結果を担当教員にフィードバックすることをもって自己点検 ・
自己評価と位置づけてきたが、今後はそれを前述「４．（２）専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠した内容にまで
拡大し、そのすべての結果を本校の学校関係者評価委員会に提示する。学校関係者評価委員会から得られた提言に対す
る本校および学科の見解や対応等については、本校のホームページで企業等の学校関係者に対して情報の提供を行う。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

西原　達次 公立大学法人九州歯科大学（理事長・学長）

堀　　修 福岡県立小倉商業高等学校（校長）

甲山　博美 北九州市商業総連合会（会長）

大森　弘太郎 九州医療スポーツ専門学校同窓会（会長）

令和３年４月１日
～令和５年３月31日（２年）

令和３年４月１日
～令和５年３月31日（２年）

令和３年４月１日
～令和５年３月31日（２年）

令和３年４月１日
～令和５年３月31日（２年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

学校関係者評価委員会で提起された意見

①（基準３～４）次回評価時に、自己評価基準の統一化を図った上で各学科の報告をお願いしたい。
②（基準３～４）国家試験合格率その他の資格取得率および就職率の数値を各学科で提示して頂きたい。
③（基準３～７）各教員の個人業績評価を実施して頂きたい。
④（基準３、６）FD（ファカルティ ・ ディベロップメント／教員の教育能力を高めるための実践的方法）の実践を図り、若手教
員の育成を行って頂きたい。
⑤（基準３、６）学科から非常勤講師に対し、遠慮することなく教授内容および方針を提示して頂きたい。
⑥（基準10）地域貢献を前提に、地域との連携を模索して頂きたい。

提起された意見に対する対応

①（基準３～４）各学科の学科長を招集し、令和２年度の評価結果を参照して評価基準の統一化を図ります。
②（基準３～４）国家試験合格率、入学率、退学率、就職率等のデータを学科ごとに集計し、自己点検 ・ 自己評価の集計
資料に添付します。
③（基準３～７）個人業績評価については、年間授業科目担当 ・ 時間数、研究件数等の内容に関する形式等を作成する
とともに、対社会活動等の実績を報告できるようにします。
④（基準３、６）FD実践のための委員会を立ち上げ、FD実践計画を立案します。
⑤（基準３、６）講師会議を年間に１回、３月末を目処に実施し、各学科の教育目標およびポリシーのもとに非常勤講師へ
の要望 ・ 要求を提示し、教授内容および教授方法の改善を促すよう努めます。
⑥（基準10）各学科における現行の地域貢献事業のほか、新規の連携事業の調査を実施し、可能な事業に随時対処する
ようにします。

令和３年７月１日現在

関係団体
役職員

地域の教育
関係者

地域団体
役職員

同窓会

※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
（例）企業等委員、PTA、卒業生等

https://www.kmsv.jp/publication/

公表時期：令和３年７月12日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/


URL：

（ホームページ）

https://www.kmsv.jp/publication/

（11）その他 国家試験合格率

※（10）及び（11）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 貸借対照表

（９）学校評価 自己点検自己評価 ・ 学校関係者評価委員会評価

（10）国際連携の状況 外国の学校等との交流状況

（６）学生の生活支援 指定寮およびアパート等紹介、学生相談、就学支援

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、奨学金制度、専門実践教育給付金

（２）各学科等の教育 学科紹介、資格取得内容、シラバス、募集要項（選考方法と募集定員）

（３）教職員 教員情報

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育の取組、実技 ・ 実習等の取組、就職支援等の取組

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
教育理念、学校の特徴、施設設備、教育目標および授業実施計画、
校長名、所在地、連絡先等、その他の諸活動に関する計画

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、課外活動

https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
https://www.kmsv.jp/publication/
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1 〇
ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅠ

グローバル人材ビジネス実務検定４級の合
格を目指す。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

2 〇
ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅡ

グローバル人材ビジネス実務検定３級の合
格を目指す。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

3 〇 宿泊概論Ⅰ 宿泊業務の基礎を学ぶ。
１
前
後

60 4 〇 〇 〇

4 〇 宿泊概論Ⅱ
ホテルマーケティングおよびマネージメン
トについて学ぶ。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

5 〇
レストラン概
論

レストランサービスに必要なサービススキ
ルをはじめ、食材や酒類の知識、安全衛生
や設備管理について学ぶ。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

6 〇 ホテル概論
ホテル業の成り立ち、経営、部門ごとの業
務概要などについて学ぶ。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

7 〇
宴会概論・実
技Ⅰ

ホテル業で必要とされる宴会部門の実務知
識を習得する。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

8 〇
宴会概論・実
技Ⅱ

宴会部門におけるマナー・サービスを学
び、実践する。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

9 〇
おもてなし概
論Ⅰ

日本のビジネス習慣とコミュニケーション
の基本について学ぶ。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

10 〇
おもてなし概
論Ⅱ

日本企業における働き方やビジネスツール
について学ぶ。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

11 〇 観光概論
お客様に安全で快適な旅行を提供し、満足
していただくための基本的なマナーと心構
えを身に付ける。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

12 〇
インバウンド
概論

外国から来た観光客とそれがもたらす効果
などの概要を学ぶ。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程ホスピタリティ・コンシェルジュ学科）令和３年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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授業科目等の概要

（文化・教養専門課程ホスピタリティ・コンシェルジュ学科）令和３年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

13 〇 ホテル英会話
ホテルで必要となる英会話の基礎を学ぶ。
基本的な接客英語を使いこなせるようにな
る。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

14 〇
TOEIC試験対
策

TOEIC頻出の単語・文法・知識を学ぶ。
２
前
後

60 4 〇 〇 〇

15 〇 国際情勢
国際情勢に関係する基本的な知識を習得
し、世界におけるさまざまな問題について
考える。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

16 〇 企業演習Ⅰ

サービス業の各部署における従業員の役割
について説明を受けた後、お客様や各従業
員の動向を見学した上で、お客様のお出迎
えやご案内、テーブルサービスによるおも
てなしを実践する。

１
前
後

30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 〇 企業演習Ⅱ

ご高齢のお客様や障がいを持ったお客様な
ど、いろんなお客様を想定したお出迎えや
ご案内について説明を受けた後、実際にお
見えになったお客様のお出迎えやご案内を
実践する。また、お客様のニーズに合った
サービスやスペシャルサービスを実践す
る。

２
前
後

30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 〇
キャリアデザ
インⅠ

自分がしたい仕事について考え、日本企業
への就職に向けた計画を設計する。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

19 〇
キャリアデザ
インⅡ

実技を中心に練習を重ね、日本企業への就
職に向けた準備やスキル向上を図る。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

20 〇
ビジネス基礎
Ⅰ

ビジネスに関する基礎的な知識や技術を習
得する。また経済を支えている様々な業種
の役割や動きについて理解する。

１
前

30 2 〇 〇 〇

21 〇
ビジネス基礎
Ⅱ

企業とはどのようなものかを勉強し、実際
にビジネスで行われる業務について考え
る。

２
前

30 2 〇 〇 〇

22 〇 社会人教養
社会人として知っておくべき教養について
学ぶ。これから社会に出て、困ることがな
いように自分で考える力を身に付ける。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇
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授業科目等の概要

（文化・教養専門課程ホスピタリティ・コンシェルジュ学科）令和３年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
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携

23 〇 商業理論
企業に就職し、日常業務をこなすための基
礎知識を身に付ける。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

24 〇
ビジネス契約
書Ⅰ

ビジネスの現場で用いる書類とその取扱い
について学ぶ。

１
後

30 2 〇 〇 〇

25 〇
ビジネス契約
書Ⅱ

ビジネスにおける契約書の基本実務と主な
チェックポイントについて考える。

２
前

30 2 〇 〇 〇

26 〇 PC基礎
基本的なコンピュータの使い方を勉強し、
文書の作成・表計算・グラフなどを作れる
スキルを身に付ける。

２
後

30 2 〇 〇 〇

27 〇 総合日本語Ⅰ
日常で体験する出来事や社会的な課題につ
いて、日本語で自分の感想や考えが理由と
ともに説明できるようになる。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

28 〇 総合日本語Ⅱ
異なる視点や考え方を持つ相手に、日本語
で情報や意見の交換ができるようになる。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

29 〇
日本語能力試
験対策Ⅰ

日本語能力試験N3に対応した文法を勉強す
る。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

30 〇
日本語能力試
験対策Ⅱ

日本語能力試験N3に対応した文字語彙を勉
強する。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

31 〇
日本語能力試
験対策Ⅲ

日本語能力試験N2に対応した文法を勉強す
る。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

32 〇
日本語能力試
験対策Ⅳ

日本語能力試験N2に対応した文字語彙を勉
強する。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇

33 〇 国内観光地理
国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる国内観光地理について学ぶ。

１
前
後

60 4 〇 〇 〇

34 〇 海外観光地理
総合旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる海外観光地理について学ぶ。

２
前
後

60 4 〇 〇 〇
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35 〇 国内運賃料金
国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる国内運賃料金について学ぶ。

１
前

30 2 〇 〇 〇

36 〇 国内観光資源
国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる国内観光資源について学ぶ。

１
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇 旅行業法
国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる旅行業法について学ぶ。

１
後

30 2 〇 〇 〇

38 〇 約款
国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる旅行業約款、運送約款および宿
泊約款について学ぶ。

１
後

30 2 〇 〇 〇

39 〇
旅行実務・カ
ウンター販売

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に
必要となる国内旅行実務およびカウンター
販売について学ぶ。

２
前

30 2 〇 〇 〇

40 〇
国内管理者セ
ミナーⅠ

国内旅行業務取扱管理者業務の概要をはじ
め、旅行者に対する取引条件の説明や書面
の交付について学ぶ。

２
前

30 2 〇 〇 〇

41 〇
国内管理者セ
ミナーⅡ

国内旅行業務取扱管理者業務における苦情
処理、料金の掲示や広告について学ぶ。

２
後

30 2 〇 〇 〇

42 〇
国内管理者セ
ミナーⅢ

国内旅行業務取扱管理者業務における良好
に関する計画の作成、旅程管理、契約内容
に関する記録や保管等について学ぶ。

２
後

30 2 〇 〇 〇

42科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（卒業要件）履修しなければならない科目の114単位をすべて修得すること。
（履修方法）本校に登校した上で、講義、演習および実技を履修する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）

2,070単位時間（138単位）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計
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